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バルトークの「ミクロコスモス」の分析

－シンメトリカル配置の適用について－

小木曽　敏子

＜はじめに＞

シソメトリカルな作曲技法は，古くは14世紀か

ら18世紀に主としてカノソやフーガに盛んに用い

られた。20世紀になってからは，12音音楽の重要

な構成要素として用いられている。本論では，20

世紀の作曲家であるバルトークの作品の「ミクロ

コスモス」に．おいてのシソメトリカル配置という

作曲技法の適用について検証する。

＜本論＞

Ⅰ　基本的な考え方

1対象曲については，第Ⅰ巻37曲，第ⅠⅠ巻36

乱　舞Ⅲ巻34乱　舞ⅠⅤ巻26軋　第Ⅴ巻22軋　第ⅤⅠ

巻15曲の計170曲を対象にした。

2　中心音を1音もつものをシソメトリーの対

象とし，全休符をはさんでいるものは除外する。

ユニゾソは，上声部と下声部の各旋律線としてそ

れぞれの声部に音数を計算する。三和音は，構成

音が同一のものを同一音として扱う。

3　本論文においての表記のうち，口内の数字

は小節番号である。　］　はシソメトリーにある

関係を示す。○内の数字は1シソメトリー内の音

符数である。

小文字のアルファベットは，音名（ドイツ音名）

である。
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4　音名で記した曲例については，譜例を後に

まとめてつけた。

ⅠⅠ結果と考察

168曲にシソメトリーの使用が認められ，シソ

メトリーが，全くあらわれていない曲はNo．43a

I，No．134－3の2曲である。

1．音高にみるシンメトリーについて

（1）同一声部内にみる水平的シソメトリーにつ

いて

表1　シソメトリー該当、非該当音符数

巻 �5h�ﾈ5ﾈ8�6x8ｨ�ｲ�シソメトリー ��ﾘ尸XI�B�
該当音篠数 儖�･�9h尸XB�

Ⅰ ���3都��439 �(�3C���

ⅠⅠ �(�3#s��2，167 滴�3CCb�

ⅠⅠⅠ �8�3C�2�2，678 塗�3����

ⅠⅤ �(�3塔B�3，110 塗�3�釘�

Ⅴ �(�3c3B�3，230 店�3ツB�

ⅤⅠ �8�3C32�5，378 嶋�3����

計 ��h�3s�B�17，002 �38�3s�b�

ィ．左右にシソメトリカルな音進行に該当する

音符数（衰1）は，総音符数の49．5％，非該当音

符数は50．5％である。第Ⅰ巻が最も多く81．8％，

次いで第Ⅲ巻が56．0％，第ⅠⅠ巻が51．3％であり，

巻を重ねるほど割合が少なくなって第ⅤⅠ巻は最少

の39．0％である。これは，入門用の初歩の段階で

は波形的旋律線（対旋律，伴奏部も含む）の多用

による当然の結果であり，後半になるにしたがっ
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表2　シソメトリー内の音符数合計
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3 釘�5 澱�7 唐�9 ����11 ��"�13 ��B�15 ��b�17 ����19 �#��21 �#2�25 �#r�29 �3��33 �3R�37 鼎r�49 田R�計 

Ⅰ 田�2�5 ��c��8 ���B�3 鉄b� ��b� ��r� ��"� �"�2 釘� ��2 �� �� �� �"� ��� ���3�ビ�

ⅠⅠ ���3CC"�9 ��cR�16 塔R�4 �#��10 唐� 唐� 迭� �"�1 �� �� �� ��� �� �� �� ���3sッ�

HI ���33���16 �����#C"�9 �����11 �3��6 ���� 迭�1 �� �� �2� ��1 ��1 �� ��� �� ��1 ���3xﾋ2�

Ⅳ ���3����5 ��sr�17 涛r�12 �3r�2 途�1 唐� �2� �2� ��2 ��3 �� ��1 �� �� �� ���33釘�

Ⅴ ���3��B�21 ��C��1 都��2 �3b�1 唐� 迭� 途� �� ��6 ��� ��� �� ��� �"� �� ���33�R�

ⅤⅠ ���33���21 ��唐�16 ��#��3 ��SCr�6 ��b� ��2�2 ��2�1 �2� 釘� �� �� ���1 ��1 ��1 �� ���3ssb�

6，777 都r�1，083 田r�595 �3R�243 �#R�73 ���56 �2�40 ���10 �2�11 �"�6 途�1 �"�1 �"�2 ���4 ���1 ���9，131 

て波形的ではない音列が使用されていることを示

している。たとえば，f－a－C一g－e－Cの連続

（No．139），a－aS一g－fis－aS－の連続（No．141），

a－giS－fis－f（No．152）のように同～音の使用

を避けた音列の増加，および同一音または同一和

音の連続使用の増加によるものと考えられる。

シソメトリーに該当する音符数は，右手に52．3

％，左手に45．4％，単旋律に2．3％がみられる。

ロ．1シソメトリー内の音符数（表2）は，最

少単位である3音で構成されるものが全体の74．2

％を占め，5音構成が11．9％，7音構成が6．5％，

9音構成が2，7％である。

1シソメトリー内の音符数が大きいものは，2

音構成の伴奏部のものである。（表2）で音符数

の多いもののうち，65音はNo．92（伴奏部がas－

fの連続），49音はNo．40（伴奏部e－hの反復），

47音はNo．141（伴奏部g－h－d－f－d－h　の連

続），37音はNo．12（旋律部と対旋律部）および

No．138（伴奏部g－dの反復）などである。

N0．12の音列は下の」」　印のように上声部下

声部とも団の3拍目を中心に37音で1シソメトリ

ーをなしている。

上声部がahcdcdcha gah chahch

ahchahchagahcdc

中心音

下声部が fededefgagf efgfef

gfefgfefgagfe de def

中心音

No．133，No．145には，シソメトリーが異名

同音によって形成されている。

ciscdes（cisの異名同音）

］

disdes（disの異名同音）

㌣再の異名同音）由S〒などである0

ハ．シソメトリーの重複について

9，996音に重複がみられる。重複しない音は

6，616音で，3対2の割合になる。シソメトリーの

重複で最も多いものをも　2重が5，776音で，重複

音符総数の57．8％r　3重が2，360音で23．6％，4

重が1，396音で14．0％，5重が389音で3．9％であ

る。

重とをも　次のN0．24およびNo．142でみるよう

にシソメトリーが幾通りみることができるかを示

すものである。ただし，下のNo．24のAのよう

に音数だけ重複を数えるという方法でなく，Bの

方法で行った。
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No．24の上声部の回～問のAの場合は次のよう

になる。

fisglSagisfisglSagisfisgisagisfisglSagisfis

同部分のBの方法では，次のようになる。

「斉［許否］情1「‾訂「舌1博‾1「1
fisglSagisfisgisagisfisglSagisfisglSagisfis

No．142（下声部）国～団は，以下の通りであ

る。

〒1

1　⑤　l

l　⑤　l l l

Rl「‾「「「「面「「「「「
g a h a g f g a h a g f g a h a

以上の2例のように幾重にも何通りものシソメ

トリーがみられる。

また，重複しているものを述べ数に換算すると，

2重が11，552音，3重が7，080音，4重が5，584音，

5重が1，945音，6重が378音等合計33，239音とな

る。今回対象としている音符総数33，706音の98．6

％に相当する。

（2）旋律部分の水平シソメトリーについて

旋律部分だけを対象にして，左右のシソメトリ

ー数をみる。対象曲数は，140曲で総対象曲の
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82．4％にあたる。旋律部分の音符数は9，619音で，

総音符数の28．5％である。そのうち，右手にあら

われる旋律部分は7，642亀　左手には1，503音，単

旋律が474音である。それぞれ旋律部分の音符の

79．4％，15．6％，4．9％にあたる。

巻毎の割合は，第1巻では71．6％，第ⅠⅠ巻では

38．9％，第ⅡⅠ巻では32．9％，第Ⅳ巻では34．6％，

第Ⅴ巻では26．4％，第ⅤⅠ巻では5．7％である。

旋律部分のシソメトリー該当率は全シソメトリ

ー該当音数の57．6％にあたる。これは前にも述べ

たとおり，水平シソメトリーは，2音または3音

の反復によって得られる率が高いことによると考

えられる。これは，特に伴奏部分に多くみられる。

（3）垂直シソメトリーについて

2つの声部間で生ずる垂直シソメトリーは，対

象曲の27．1％にあたる46曲にみられる。

そのうち，上声部と下声部とによって生ずるシ

ソメトリーは40曲にみられる。上下両声部ともに

リズムが同一である曲は21曲で，46曲中の45．6％

である。

No．51の田岡のような紡錘形の反行形によるシ

ソメトリカル配置のものは3音間には多くみられ

るが，5音以上のものの間では少ない。

ces des es des b as

一一一　／　▲、－、～、、

f es des es ges as

N0．17は，全曲に紡錘形がみられる例である。

C d e f g f e d c g a h c d c h a g

√一・一＼、　　　　／　　　＼、＼、、

●、、－＼　　　　J　　　一、、、㌧　　／

C h a gfis g a h c gfis e dcisd efis g
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g a h c gfis e d c d efisgfis e d c

へ、／′一‾‾一、‾一、、、＼、

＼・＼、、｝＿　　／　　　一、、、、ノノノノ．

fise d c d efis g c h a gfis g a h c

この音名だけをみる限りでは単なるハ調の音階

に過ぎないが，バルトークはcisとfisを使って

復調にすることとリズムをもたせることで陳腐で

はない，新鮮さ溢れる小曲に仕上げている。しか

も，No．17の上声部の旋律はNo．13で既習した

旋律なのである。

上声部と下声部とが異なったリズム塾は17曲あ

り，うち7曲にはリズム塾の同異両方がみられる。

2声でリズムが異なっている曲には，カノソ形式

のためのリズムのずれによるものが7曲ある。

No．128は上声部が単旋律，下声部が重音から

なる反進行である。（譜例略）

上下両声部が反進行以外のものは5曲あり，4つ

のタイプがみられる。

イ　No．2aとNo．2bの2曲は，a b2つの曲

を合わせると反進行形になるものである。譜例は，

aの上声部ともの下声部を示したが，本来は両曲

ともユニゾソである。なお，最終音は終止のため

に動きが異なっている。

P N0．8はユニゾソであるが，曲の前半口

～週と後半旺～圏とが反進行をなしている。ただ

し，それぞれの終わりの2音は終止の関係でこの

進行からそれる。

ハ　No．50は上声部の出血の旋律線が四匹に反

行形ででている。

No．29の回～国には，上声部と下声部とに反行

形の逆行（語例の矢印）の模倣がみられる。

ニ　No．74bは，歌（歌詞付）とピアノ伴奏か

らなっているが，回ではその3声（伴奏部はユニ

ゾン）が反行形になっている。

（4）分散和音の音域の最高音にみられるシソメ

トリーPこついて

このタイプは1曲だけ，No．97にみることがで

きる。圧上田までの間の分散和音の最高音を抽出

してみると，下のようなシソメトリーができる。

（disの異名同音と解すれば）

声r rl且つ　r
des d dis d des dis d es es es d es f d es

l l　　　］

⑤　　　　　③　　　　③甘」
（fの誤りではないか，均が欠落していると考え

られる）

一巨
f fis fis（f）es d e f fis f e

t l l l

⑤

というようにシンメトリーができる。

（5）和声構造にみるシソメトリーについて

No．86，No．122，No．128にみられる。このう

ち，No．86とNo．122についてみることにする。

ただし，何小節かにわたるフレーズの中には真正

なシンメトリー配置とはいえない部分も含んでい

る。

No．86は4声体であるが田～凶では，外声は変

化せずに内声のアルトとテノールが反行している。

Sソプラノ，Aアルト，Tテノール，Bバスと記

する。

S．g g g g g g g g g g g g

A．f e e d e f d e e d e f

T．gisais ais h aisgis h aisais h aisgis

B．fis fis fis fis fis fi≦；fis fis fis fis fis fis
ヽ－、＿一一ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ、－＿一ノ



バルトークの「ミクロコスモス」の分析

No．122は，上声部と下声部の3和音の中間音

がそれぞれ反行形をなしている。下に団～国でそ

れぞれの音を抽出すると次のようになる。

上声部

下声部

fisg a gfisefisg a gfisefis

cish a hcishcish a hcishcis

fisfisafisgfisafisafis

「＼＼一一／＼＼＼〉／／

Ciscisacishcisa g acis

また，この部分にも重複した水平シソメトリカ

ル配置がみえる。

2．リズムにみるシンメトリーについて

シソメトリカルなリズム塾は57曲，646小節に

認められ，音符数は2，177音である。これは，総

音符数の6．5％である。

最も多い曲は音符数285音でNo．151，次いで

No．153が258音，No．150の154音である。この3

曲でシソメトリカルなリズム型の全体の32％を占

める。

シソメトリーを構成する最小リズム型でみてみ

ると，ln［圧」＝lIdおよび「月R「を含む）

が最も多く73個，次いでl．11．が53鳳ln t

（」＝」および】戸箭摩含む））が29個，llJJ日

が12個となっている。最も長いシソメトリーをな

すリズム型は，No．151にPlllPのリズム型が

50個みられる。

t．【．ll．い
N。．153の下声部には，Lリ　］　L」・の

（さ　（∋　　③

シソメトリカルなリズムを団～団までに11個みる

ことができる。
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3．楽曲の構成にシンメトリーがみられるもの

について

（1）曲の前半と後半にシソメトリカルな配置が

みられるもの。

No．39は前半にあらわれているモチーフが後半

に反行的にあらわれる。回の4拍目のCを中心に

して曲の前半の上声部と後半の下声部とがそれで

ある。

上声部　aaaaagfgffgabaagaagab

C C C C C C

川

中心音

日

下声部　cccccccbabagaabagffg

a b a g f f g a g f f f f f f

同時にリズム的逆行もみられることは前述した。

No．99もモチーフが下のように反行形になって

再現する。

圧卜巨］c d es f es d c hes d c d h c

匡司～団　es d c h c des f c des d f es

（2）No．115では上声部と下声部のリズムの分

担の交替がみられる。国のfを中心にしての左右

の各3小節がそれである。（語例参照）

（3）曲頭と曲尾とがシソメトリーになっている

ものについて

No．92は曲尾の4音と曲頭の4音が反行形の進

行形になっている。

BB］が　e－f－ais－hで
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国国が　h－ais－f－e　である。
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No．39は，前項でも触れたが，さらに曲頭の上

声部臼～回と曲尾の下声部の回～国が真正ではな

いが，反行形の逆行形になっている。

（4）フレーズのシソメトリーについて

No．38は全曲に水平または垂直シソメトリーが

みられるが，さらに各フレーズの拍数がシソメト

リーになっている。4分の4拍子。全曲は4フレー

ズからなるが，回～圧各フレーズの拍数は，

7　　　5　　　5　　　7

4　　　4　　　4　　　4　　　となって

いる。

また，臼～回と匡旧師乙は反進行が認められる。

No．59の下声部田～凶では，フレーズのシソメ

トリー部分の音数が，それぞれ5，8，5となっ

モ空＿竺門aSbccbas〒出
⑤　　　　　　⑧　　　　　⑤

（5）1曲の全音符がシンメトリーで構成されて

いる曲は，9曲（5．2％）である。

このうち，N0．6は9小節，23音からなるが，圧

の1拍目のCを中心に1つのシソメトリーで構成

されている。

No．95aの上声部（No．95もも同旋律）は

Pl．1．佃．」の2小節単位のスコッチリズムが全曲

を貫いている。

なお，1曲中のシソメトリー該当率をみてみる

と，率の高い順にシソメトリーの該当率が70％代

のものが14．1％，50％代が12．9％，40％代が12．4

％，20％代が11．8％，90％代が11．2％，30％代が

10．6％などとなる。

＜まとめ＞

以上にみられるとおりシソメトリカルな配置を

作曲技法に適用するについて，バルトークは非常

に多面的に使用している。今回は，中心音を1音

に限ったが，中心音を2音のものもかぞえれば，

この数はもっと大きくなることはまちがいない。

中心点から左右にのびていく水平なシソメトリ

ー，声部の上下間を中心線として垂直に作られた

シンメトリー，そしてリズム塾にもシソメトリカ

ルな配置がなされ，さらに楽曲構成，拍子や音符

数にまでシソメトリカル配置を適用している。特

に，水平シソメトリカル配置では，1グループが

3音のものから多くの音数のものまで，また，積

木細工の塔のように幾重にもの重なりを可能にし

たり，曲の前半と後半での逆行や反行または交替

等々，あたかもそれを楽しんでいるかのようであ

る。

水平シソメトリーは，旋律線上にあらわれるも

のよりも伴奏部分に多くあらわれていることが判

明した。しかも2音または3音の反復によるもの

が多い。バルトークの場合は，伴奏部分は右手左

手のどちらかに固定したものではなく，しばしば

左右の交替がみられる。いずれにせよ，片方の手

がある一定の動きをしているということは，もう

一方の音の動きだけを追えばいいわけで，演奏す

るのに一見容易に思えるが，リズム面でも相対的

均質的な動きでないことや不慣れな音列であるこ

とも手伝って，左右の手のバラソスをとるのがむ

づかしい。

垂直なシソメトリーでは，前半のフレーズが後

半に反進行の形であらわれたり，曲頭の反行が曲

の最後尾に出たりと多様である。演奏していては

気づかないのではあるまいかと思うところにもシ

ソメトリカル配置がみられる。

上声部と下声部との反進行が最も多いことには

驚かないが，2つの曲を合わせるとシソメトリー
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になるという考えも楽しい。

数的にみれば，水平シソメトリーでは，シソメ

トリーに該当する音符数は49．6％である。シソメ

トリーがみられない音符数が50．4％と当非の均衡

がとられている。

このことは個々の曲についてもいえる。上声部

と下声部の使用音符数に大差がある場合でも，シ

ソメトリーに該当する音符数は近似数になるので

ある。バルトークは，誠に不思議な数感覚の持主

であることを常に感じながら集計してきた。

バルトークは，作曲技法上で明らかにシソメト

リカルな配置を重視し，ミクロコスモスにおいて

も多面的かつ積極的に使用しているのである。
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今回は，音組織にあらわれるシソメトリーにつ

いて触れることができなかったが，これは後日の

課題としたい。
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